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In this paper, I summarize the method of performing statistical processing using only 
the basic function of EXCEL without the VBA2 macro, add-in software, etc.  When 
educating EXCEL, if it is carried out together with statistical processing, students can 
also learn preponderantly about the function which is seldom used.  Furthermore, it is 
possible to fully understand also about basic functions, such as a table and graph 
creation. 
 
 
１．はじめに 
 
統計処理といえば、ＳＰＳＳ3などの専用ソフトを利用して行う場合が一般的であるが、
エクセルを利用しても行うことができる。エクセルには統計処理用のマクロやアドインソ
フトなどが多くあるので、ワード1などのワープロソフトと連携して簡単に資料作成などを
行うこともできる。これらのソフトを利用して統計処理を目的とする場合は、比較的簡単
に結果が求められ有意義と言うことができる。しかしながら、統計処理を学ぼうとする場
合やエクセルを学ぼうとする場合には、結果のみが必要なわけではなく、“何故、そうな
るのか？”や“どんな方法があるのか？”といった、その途中の過程が必要となる。 
ここでは、“学ぶ”ということを目的として、エクセルで統計処理を行うために必要な
手順を考えることとする。最近、エクセルを利用した統計処理に関して多くの書物が出て
いるが、これらの中には、計算が複雑になるとＶＢＡマクロを使ったり、まったく触れら
れていなかったり、などというものもある。これらの点を考慮して、ＶＢＡマクロやアド
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インソフトなどは一切使わずに、エクセルの基本機能のみで、これらを実現させることも
目的として考える。以下に、「すぐわかる統計解析4」を参考にして、必要と思われる統計
処理の項目をあげる。 
 
z データの分析 
9 度数分布表 
9 ヒストグラム 
9 基礎統計量 
9 データの標準化 
9 正規確率紙 
9 尖度と歪度 
9 対数変換 
z データの関係 
9 散布図 
9 相関係数 
9 無相関の検定 
9 順位相関（スピアマンとケンドール） 
9 分割表と独立性の検定 
9 回帰直線 
9 分散分析表 
 
 
２．処理データについて 
 
ここで扱うデータは、２００３年５月に本学において行われたスポーツデイで測定した
体力測定5のうち、「背筋力」と「垂直跳び」のデータである。この体力測定に参加した学
生数は２５０名である。これらのデータの統計処理結果を各項目の終わりに示す。 
 
 
３．計算式と関数の入力 
 
エクセルにより統計処理を行う場合、数値入力は必要最小限にとどめ、ほとんどの項目
は計算式と関数の入力により行うことにする。この場合、作業の効率化を考えて以下の手
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順によるものとする。 
 
A) 最初の項目のみ計算式または関数を入力する。 
B) 残りの項目は「セルの連続コピー」を使う。 
 
以下、各処理項目について記述するが、すべてこの手順により計算式や関数の入力を行
うものとする。また、コピーを行う場合の「相対セル」や「絶対セル」についても考慮に
入れて、計算式や関数の入力を行う必要がある。 
 
 
４．データの分析 
 
ここでは、１つのデータについて分析を行い、その特徴をつかむことを目的とする。「度
数分布表」や「ヒストグラム」では、エクセルの表作成に関する基本的な事項、計算式や
関数入力に関する事項、式のコピーに関する事項、およびグラフ作成を学ぶ重要な部分で
ある。また、「正規確率紙」は、他の書物ではあまり述べられていない部分である。 
 
４．１．度数分布表 
 
階級（以上と未満）、階級値、度数、相対度数、累積度数、相対度数を項目として度数
分布表を作成する。 
 
A) 「階級の幅」と「最初の階級」を決定し、数値を入力する。 
B) 階級と階級値を式入力により完成させる。 
C) 累積度数を countif関数により完成させる。 
D) 度数を式入力により完成させる。 
E) 相対度数、累積相対度数を式入力により完成させる。 
 
４．２．ヒストグラム 
 
度数と階級値を元のデータとして棒グラフを作成する。 
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表１「背筋力の度数分布表」 
階級 階級の幅 10  
以上 未満 階級値 度数 相対度数 累積度数 累積相対度数 
20 30 25 1 0.4% 1 0.4% 
30 40 35 9 3.6% 10 4.0% 
40 50 45 24 9.6% 34 13.6% 
50 60 55 35 14.0% 69 27.6% 
60 70 65 69 27.6% 138 55.2% 
70 80 75 66 26.4% 204 81.6% 
80 90 85 29 11.6% 233 93.2% 
90 100 95 11 4.4% 244 97.6% 
100 110 105 5 2.0% 249 99.6% 
110 120 115 1 0.4% 250 100.0% 
 
表２「垂直跳びの度数分布表」 
階級 階級の幅 4  
以上 未満 階級値 度数 相対度数 累積度数 累積相対度数 
20 24 22 2 0.8% 2 0.8% 
24 28 26 6 2.4% 8 3.2% 
28 32 30 24 9.6% 32 12.8% 
32 36 34 52 20.8% 84 33.6% 
36 40 38 60 24.0% 144 57.6% 
40 44 42 54 21.6% 198 79.2% 
44 48 46 32 12.8% 230 92.0% 
48 52 50 15 6.0% 245 98.0% 
52 56 54 4 1.6% 249 99.6% 
56 60 58 1 0.4% 250 100.0% 
 
図１「背筋力のヒストグラム」 
背筋力のヒストグラム
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図２「垂直跳びのヒストグラム」 
垂直跳びのヒストグラム
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４．３．基礎統計量 
 
基礎統計量として、平均値（average 関数）、最頻値（median 関数）、中央値（mode
関数）、最大値（max関数）、最小値（min関数）、分散（var関数）、標準偏差（stdev
関数）を求める。 
 
表３「背筋力と垂直跳びの基礎統計量」 
基礎統計量 背筋力 垂直跳び 
平均値 66.48 38.46 
中央値 67.5 38 
最頻値 70 37 
最大値 114 59 
最小値 26 23 
分散 234.43 38.31 
標準偏差 15.31 6.19 
 
４．４．データの標準化 
 
基礎統計量の平均値と標準偏差を用いて、平均値（０）、標準偏差（１）の分布に変換
することができる。ここでは、standardize関数を用いる。 
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図３「標準化後の背筋力と垂直跳びのヒストグラム」 
標準化ヒストグラム
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４．５．正規確率紙 
 
正規確率紙を用いてデータの正規性を見ることができるが、エクセルには正規確率紙に
相当するグラフが無いので、データの扱いに一工夫6して作成した散布図を正規確率紙に代
用することが可能である。 
 
A) 各データの順位を rank関数により求める。 
B) 各データの累積比率を計算式により求める。 
C) 各データの累積比率より標準正規分布の座標値を normsinv関数に
より求める。 
D) 実データと上記で求めた座標値を元のデータとして散布図を作成
する。 
 
図４「背筋力の正規確率紙」 
背筋力の正規確率紙
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図５「垂直跳びの正規確率紙」 
垂直跳びの正規確率紙
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４．６．尖度と歪度 
 
データの正規性を調べるために正規確率紙を用いる方法と尖度（kurt関数）と歪度（skew
関数）を用いる方法がある。エクセルでは、これらの関数は正規分布の場合共に０となる。 
 
表４「背筋力と垂直跳びの尖度と歪度」 
正規分布 背筋力 垂直跳び 
歪度 0.16 0.28 
尖度 0.33 0.03 
 
４．７．対数変換 
 
扱うデータが正規分布と考えられない場合は、対数変換（ln関数）により正規分布に近
づけることができる。 
 
 
５．データの関係 
 
ここでは、２つのデータについて分析を行い、その関係をつかむことを目的とする。「順
位相関」は、他の書目ではあまり述べられていない部分である。また、「分割表」は、ピ
ボットテーブルを利用するので統計処理の限らずいろいろなデータ分析の場面で役に立つ
であろう。 
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５．１．散布図 
 
背筋力と垂直跳びを元のデータとして散布図を作成する。 
 
図６「背筋力と垂直跳びの散布図」 
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５．２．相関係数 
 
データの直線的関係を調べるために散布図を用いる方法と相関係数（correl 関数）を用
いる方法がある。 
 
表５「背筋力と垂直跳びの相関係数」 
相関係数 0.38 
 
５．３．無相関の検定 
 
散布図や相関係数のみでは実際に相関があるかないかをはっきりさせることができない
ので、無相関の検定を行う必要がある。 
 
A) correl関数により相関係数（r）を求める。 
B) 検定統計量（T(r)）7の絶対値を求める。ここで、平方根（sqrt関数）
と絶対値（abs関数）を用いる。 
C) 有意水準（α= 0.05、エクセルの表記では確率）と自由度（n-1）か
ら棄却値を tinv関数により求める。 
 
D) 検定統計量と棄却値を比較して検定を行う。 
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表６「無相関の検定」 
検定統計量 6.54 
棄却値 1.97 
検定結果 相関がある 
 
５．４．順位相関 
 
実際のデータ値ではなくその順位のみが既知の場合、correl 関数による相関係数を利用
することはできない。その場合、順位相関係数を求める必要がある。スピアマンの順位相
関係数は簡単な計算により求めることができるが、ケンドールの順位相関係数はすべての
データの組み合わせを考えなければならないので複雑な計算となってしまう。 
 
表７「順位相関係数」 
スピアマンの順位相関 0.36 
差の二乗和 1678304 
ケンドールの順位相関係数 0.31 
 
５．４．１．スピアマンの順位相関係数 
 
A) rank関数により各データの順位を求める。 
B) sumxmy2関数により差の２乗和を求める。 
C) 順位相関係数（rs）8を式入力により求める。 
 
５．４．２．ケンドールの順位相関 
 
A) rank関数により各データの順位を求める。 
B) 順位データの行列を作成する。 
 A B C D  Y Z 
1   順位１ a2 ‥ an  
2 番号 順位１ 順位２ b2 ‥ bn  
3 1 a1 b1    D) 
 ： ： ：     
24 n-1 an-1 bn-1     
C) 行列内のすべての組み合わせ（(ai,bi)と(aj,bj)）に対して、判定を行
う。if関数、and関数、or関数を利用する。 
D) index 関 数 と sum 関 数 に よ り 、 各 行 の 和 を 求 め る 。
（=SUM(INDEX(D3:Y3,0,A3):Y3)） 
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E) sum関数により、上三角成分の和を求める。 
F) 順位相関係数（τ
 
a）9を式入力により求める。 
 
５．５．分割表と独立性の検定 
 
分割表（クロス集計表）からその属性が独立かどうかを検定する場合においても、2 つ
のデータの関係を調べることが可能である。 
分割表の作成にはいろいろな方法があるが、ここでは「ピボットテーブル」を用いて作
成することにする。ここで作成したピボットテーブルを利用して検定統計量（T(fij)）を求
める。 
 
A) if関数を用いて元のデータを A,B,Cなどとランク分けする。 
B) 「ピボットテーブル」により分割表を作成する。 
C) 作成した分割表の値をコピーする。 
D) 検定統計量の各成分を式入力により計算する。 
E) sum関数を用いて検定統計量10を求める。 
F) 有意水準（α= 0.05、エクセルの表記では確率）と自由度（(m-1)(n-1)）
から棄却値を chiinv関数により求める。 
G) 検定統計量と棄却値を比較して検定を行う。 
 
表８「背筋力と垂直跳びの分割表」 
データの個数 / 背筋力 垂直跳び    
背筋力 低（36未満） 中（44未満） 高（44以上） 総計 
弱（60未満） 37 23 9 69 
中（80未満） 39 70 26 135 
強（80以上） 8 21 17 46 
総計 84 114 52 250 
 
表９「背筋力と垂直跳びの独立性の検定」 
検定統計量 24.08 
棄却値 9.49 
検定結果 関係がある 
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５．６．回帰直線 
 
相関係数および無相関の検定により 2 つのデータの関係を分析することができるが、デ
ータの予測を行うためには、回帰直線を求める必要がある。 
回帰直線は、傾き（slope 関数）と切片（intercept 関数）を求めればよい。また、散布
図に回帰直線を追加することもできる。 
 
表１０「回帰直線の傾きと切片」 
傾き 0.15 
切片 28.15 
 
図７「散布図と回帰直線」 
散布図と回帰直線
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５．７．分散分析表 
 
回帰直線は 2 つの関数により簡単に求めることができる。しかし、この回帰直線が役に
立つかどうかを検定する必要がある。 
 
A) correl関数により決定係数を求める。 
B) devsq関数により実測値の変動を求める。 
C) 式入力により分散分析表を完成させる。 
変動 平方和 自由度 平均平方 F値 
回帰による変動 SR11 1 VR = SR
誤差による変動 SE12 n-2 VE = SEn-2 
F0 = VRVE 
D) 有意水準（α = 0.05、エクセルの表記では確率）と自由度（1,n-2 ）
から棄却値を finv関数により求める。 
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E) 検定統計量と棄却値を比較して検定を行う。 
 
表１１「分散分析表と検定結果」 
変動 平方和 自由度 平均平方 Ｆ値 
回帰による変動 1401.50 1 1401.50 42.72 
誤差による変動 8136.52 248 32.81  
     
実測値の変動 9538.02    
棄却値 3.88    
検定結果 役に立つ    
 
 
６．終わりに 
 
統計処理に必要とされる事項をすべてエクセルの基本機能のみで行うことが可能である。
よく利用される計算はエクセルの関数として用意されているが、検定統計量などの計算は
関数としては用意されていない。しかし、その計算式を理解することも含めて、エクセル
の基本機能以外を利用することなく、自分で計算式入力により実現させることができる。
また、エクセルのさまざまな機能を利用するので、エクセルについてもより深く知ること
もできる。 
ここでは、エクセルのみで統計処理を実現することを目的としたので、統計学の理論的
な記述をまったく行わなかった。統計学の理論については、さまざまな専門書があるので、
そちらのほうを参考にされたい。また、統計処理の過程のみでも詳しく記述すると、1 冊
の書物が出来上がってしまうので、それについても簡単な記述のみとした。 
最後に、今回利用した関数を表にまとめる。 
 
表１２「関数一覧」 
関数名 分類 機能 
abs 数学／三角 絶対値を求める。 
and 論理 すべての引数がＴＲＵＥのとき、ＴＲＵＥを返す。 
average 統計 平均値を求める。 
chiinv 統計 χ2分布の逆関数を求める。 
correl 統計 相関係数を求める。 
countif 統計 条件に一致する個数を求める。 
devsq 統計 偏差の平方和を求める。 
finv 統計 F分布の逆関数を求める。 
if 論理 論理式の結果に応じて、指定した値を返す。 
index 検索／行列 セル範囲のセル参照値を求める。 
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intercept 統計 回帰直線の切片を求める。 
kurt 統計 尖度を求める。 
ln 数学／三角 自然対数を求める。 
max 統計 最大値を求める。 
median 統計 中央値を求める。 
min 統計 最小値を求める。 
mode 統計 最頻値を求める。 
normsinv 統計 標準正規分布の逆関数を求める。 
or 論理 引数に１つでもＴＲＵＥがあれば、ＴＲＵＥを返す。 
rank 統計 順位を求める。 
skew 統計 歪度を求める。 
slope 統計 回帰直線の傾きを求める。 
sqrt 数学／三角 平方根を求める。 
standardize 統計 標準化した値を求める。 
stdev 統計 標準偏差を求める。 
sum 数学／三角 合計を求める。 
sumxmy2 数学／三角 差の２乗和を求める。 
tinv 統計 スチューデントの t分布の逆関数を求める。 
var 統計 分散を求める。 
 
 
注 
 
1 マイクロソフト株式会社の製品 http://www.microsoft.com/japan/ 
2 Visual Basic for Applicationsの略。ウィンドウズ・アプリケーション用のマクロ言語。 
3 Statistical Package for the Social Sciences の略。社会科学のための統計パッケージ。
http://www.spss.co.jp/ 
4 石村貞夫『すぐわかる統計解析』（東京図書、1993） 
5 測定項目は、「肺活量」「背筋力」「垂直跳び」「握力右」「握力左」の５項目であった。 
6 福井正康研究室のページ（http://www.heisei-u.ac.jp/~fukui/）の「電子教科書（PDF形式）」「２．
基礎から学ぶシリーズ２」「１１章 母集団と標本との量的データの検定」を参考にした。 
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